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研究成果の概要（和文）：機械翻訳技術は急速に発展しているが，完全に正確な翻訳は現時点では難しい．そこ
で，正確な多言語間対話支援が求められる場では，用例対訳が多く用いられている．用例対訳は，あらかじめ正
確に翻訳された用例群である．本研究では，用例対訳を拡張して用いた自動翻訳手法の実装と評価を行った．実
験から，提案手法を用いることにより正確な多言語間対話支援が可能であることを確認した．

研究成果の概要（英文）：Machine translation technology has been developed, but complete machine 
translations are difficult to obtain at present. A parallel text that combines example sentences and
 their accurate translation is used in a multilingual communication support. In this study, we 
propose and develop an automatic translation method using expanded parallel corpus. In the 
experiments, we show that the proposed method can accurately support multilingual communication.

研究分野：ヒューマンインタフェース・インタラクション
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
多言語間対話支援を目的として，機械翻訳
機の研究開発や，機械翻訳機を用いた対話支
援技術の研究開発が多く行われている．しか
し，機械翻訳は不正確な結果を出力する場合
がある．医療や防災などの正確性が求められ
る分野では，翻訳誤りによって医療過誤や伝
達誤りなどが発生し，それらによって生命の
危険が引き起こされる可能性がある． 
研究代表者は，正確な多言語間対話支援を
目的として，正確な翻訳が可能な「用例対訳」
に関する研究をこれまで行ってきている．し
かし，用例対訳はあらかじめ人手で翻訳され
た文の集合であり，用例対訳と翻訳したい文
とが完全一致しないと翻訳を行うことがで
きない．このため，用例対訳が翻訳可能な文
数は機械翻訳と比較して少ない状態となっ
ている．また，既存手法では，完全一致の用
例対訳が存在しない場合は，対話支援システ
ムの利用者が類似用例対訳の検索を行うこ
とが一般的であった．しかし，検索および選
択に時間がかかるため，対話のリアルタイム
性が低下するという課題が存在していた． 
 
２．研究の目的 
本研究では，正確な多言語間対話支援が求
められている分野を対象とした，自動翻訳技
術の構築を目的とする．本研究では研究成果
の適用先を医療分野とするが，構築手法を医
療分野へ特化しないことで，他の正確性が求
められる分野への波及を可能とする手法の
確立を目指す． 
前述の目的を達成するために，本研究では，
正確な翻訳が可能であるが，翻訳可能な文数
が少ない用例対訳を用いて対話支援を行う．
その際，類似文や文脈情報，音声を用いて用
例対訳データベースの拡張を行う．このこと
で，用例対訳の翻訳可能な文数を増加させる．
また，データベースの拡張を行うことで，リ
アルタイム性の確保も同時に行う． 
 
３．研究の方法 
本研究成果は，人を介したシステムへ適用
を行う．このため，提案手法の評価のために，
提案手法を適用したシステムを人に利用し
てもらった上で評価を行い，提案手法の改善
を行うという手順の研究手法をとった． 
本研究では，まず，提案するリアルタイム
自動翻訳技術の利用可能性の調査を行った．
その上で，各要素技術の研究開発および評価
を行うことで研究活動を進めた． 
 
４．研究成果 
研究成果として，(1)～(5)の各調査を行い，
以下の知見を得た． 
 
(1)質問回答対および類似文を用いた，アル
タイム自動翻訳技術の基礎調査 
文脈情報の一つである質問回答対や類似
文と，用例対訳とを用いた，応答用例対構築

モデルの提案を行った．本モデルが本研究の
基礎技術にあたる．また，モデルを適用した
システムを用いて実験を行い，モデルの有用
性検証を行った． 
実験結果より，次の 3 点を明らかにした．
①提案モデルは，文脈に適した用例対訳の提
示が可能であることを明らかにした．また，
完全に一致していない用例対訳であった場
合も，入力文と意味が同じであった場合は，
用例対訳を利用可能にできることを明らか
にした．これらは，従来の対話型用例対訳利
用システムにおける課題を解決している．②
応答用例対の自動収集により，適切な回答選
択の支援の可能性を示した．③質問回答対へ
の類似文の付与により，用例対訳を用いた自
由な対話の可能性を示した． 
 
(2)音声入力を用いた用例対訳検索手法 
音声を用いた用例対訳検索では迅速な対
話支援が可能である．しかし，従来手法では
不適切な用例を抽出する場合が多く存在し
ていた．そこで，用例対訳コーパスに含まれ
る文を否定文や疑問文に変換して追加した，
拡張コーパスを用いた用例対訳検索手法を
提案し，手法の効果検証を行った． 
実験結果より，次の 2 点を明らかにした．
①拡張コーパスを用いることで，従来手法よ
りも高い適合率となる検索結果を利用者に
提示可能であることを示した．②正解が存在
しない文を検索した場合，利用者に提示する
検索結果数を減少可能であることを示した．
このことで，利用者の用例対訳選択時の負担
軽減が可能となった． 
 
(3)クラウドソーシングを用いた用例対訳お
よび質問回答対作成手法 
研究成果(1)では，提案する自動翻訳技術
を用いることで正確な対話支援が可能であ
ることが示された．しかし，既存の用例対訳
や質問回答対の数が少ないため，大幅に増加
が必要であることも示された．そこで，人々
への作業や業務の委託を行う，クラウドソー
シングを用いた用例対訳や質問回答対の作
成を行った．本研究では特に，多言語話者よ
りも人数が多い単言語話者を用いた，多言語
データベースの作成を行った． 
クラウドソーシングを用いた各実験およ
びその結果より，次の 2 点を明らかにした．
①複数の機械翻訳機とクラウドソーシング
上の単言語話者とを用いた，多言語用例対訳
作成手法を提案した．実験結果より，単一の
機械翻訳機を用いるよりも，複数の機械翻訳
機を用いた方が，より正確な用例対訳の作成
が可能であることが示された．また，最も多
くの作業者が作成した対訳候補を選択する
手法よりも，対訳候補のコサイン類似度を用
いた抽出手法の方が，正確な対訳文を多く抽
出できることが示された．②機械翻訳を対象
言語に翻訳の上，再度，もとの言語に翻訳を
行う手法を折り返し翻訳と呼ぶ．この折り返



し翻訳の結果をクラウドソーシング上の単
言語話者に提示することで，質問回答対を作
成する手法を提案した．実験結果より，折り
返し翻訳結果と，もとの文との一致度を作業
者に提示することで，適切な質問回答対が作
成される可能性が示された． 
 
(4)穴あき用例を用いた用例対訳作成手法 
研究成果(3)と同様に，用例対訳の作成を
目的として，穴あき用例を用いた用例対訳作
成手法を構築した．穴あき用例とは，用例の
一部の単語を穴あきにして入れ替え可能と
した用例である．この穴あき用例の特性を活
用した用例対訳作成システムを構築した．本
手法では，穴あき部分に別の単語を入れた文
を新たに作成し，それらの正確性判定を人手
で行うことで新たな用例対訳の作成を行っ
ている． 
また，システムを用いて行った用例対訳作
成実験より，次の 2点を明らかにした．①穴
あき用例と穴埋め単語の組み合わせを変え
ることで，多くの適切な用例作成が可能であ
ることを示した．②穴埋め単語と多言語単語
辞書，用例対訳内のデータである言語間リン
クを活用することで，対訳文の適切性判定が
可能であることを示した． 
 
(5)多言語対話シート作成システム 
前述の要素技術を活用した，多言語対話シ
ート作成システムの構築を行った．本システ
ムは，医療従事者が外国人患者との対話で使
用するテキスト群をまとめたものである，
「対話シート」を作成・共有を行う．対話シ
ートは，医療従事者があらかじめ作成するこ
とで，患者との対話場面における対話のリア
ルタイム性を確保している．また，医療従事
者の対話シート作成から実際に利用するま
での時間差を用いることで，使用する用例対
訳の正確性向上が可能な仕組みとしている．
画面例を図 1に示す．医療従事者は伝達した
い言葉を図 1から選択する．システムは選択
されたテキストを，用例対訳を用いて翻訳し
て患者に提示するため，正確かつ迅速な多言
語間対話支援が可能となる． 
また，本システムを用いた実験結果より，
次の 2点を明らかにした．①医療従事者が医 
 

図 1：多言語対話シート作成システム画面例 

療現場で利用するテキストをあらかじめ登
録して対話シートを作成するシステムによ
り，医療従事者と患者の間の円滑な対話支援
の可能性を示した．②伝達文の翻訳精度改善
を行う機能による，新しい用例対訳作成の効
率化の可能性を示した． 
また，医療従事者による試用から，医療現
場への適用可能性が示された．今後はシステ
ムの改良の上，医療現場への適用を目指す． 
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